
   

 

 

 

社会潮流 

●人口減少・少子高齢化 

●気候変動と多発する災害リスク 

●第４次産業革命の深化 

●働き方の多様化 

●新しい経済（シェアリングエコノミー、サーキュラー

エコノミー、キャッシュレス、電子商取引の拡大等） 

●新型コロナウィルス感染症への対応 等 

三田市のトレンド 

●人口構造の偏りから生じる少子高齢化 

●人口増加を想定したまちづくりから、人口減少を

想定したまちづくりへの転換 

➡ ”人口減少にも負けないまち さんだ“ 

●公共交通の縮小と新たな交通の模索 

●新しい生活様式 等 

 

●急激な高齢化の進行 

➡社会保障経費の増大、認知症等介護上の課題等 

●将来的な税収の縮減 

●空き家の急激な増加 

●減少する人口規模に対して過大な公共施設の維持 

●公共交通網のさらなる縮小 

●気候変動を受けて頻発する災害、被害の甚大化 

●第４次産業革命による生活利便性の大幅な向上 

●社会のあり方の変容 等 

10 年後に目指したい三田 

令和４年度 令和１３年度 

ステップ３ 

１０年後に目指したい三田の状況・将来像 
（素案作成シート「1 10 年後に目指したい将来像」 
「３ 10 年後に目指したい三田の状況」） 

ステップ１～２と三田市の強み、弱みを踏まえ、

施策ごとの 10年後に目指したい三田を掲げる 

（参考資料） 市民意識調査、市民ＷＳニュース、 

基本構想⑵ 

第５次総合計画基本計画素案の考え方 

ステップ２ 

１０年後に避けたい三田の状況 
（素案作成シート「２ 10 年後に避けたい三田の状況」） 

三田の現状に、社会潮流の影響を受けること

で考えられ宇１０年後に避けたい三田市の

状況を想定する 

（参考資料）市民意識調査、市民ＷＳニュース、 

基本構想⑴ 
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ステップ４ 取り組み 
（素案作成シート「４ 取り組み」） 

ステップ２とステップ３とのギャップ（＝施策の課

題）を克服する手法を、令和４年度～令和８年度ま

での 5 年間、何に取り組むか検討する 

➡第 5 次総計の基本計画（前期）素案、 

（参考資料）基本構想⑵⑶ 

令和 9 年度 

ステップ１ 現状 

これまでの取り組みや客観的なデータ等

に基づいて現状を把握する 

（参考資料） 

第 4 次総合計画の総括、市民意識調査 

三田の現況、基本構想⑴ 

参考資料 


